
公表日：2023年12月21日 事業所名：feel小久保Ⅱ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

【各部屋の使用状況】３号室では、主に小集
団活動と個別療育を実施しています。個別
学習用のテーブル、制作用のテーブル、手
先の運動やボードゲーム用のテーブルを設
けるなどして、それぞれの活動にゆったり取
り組めるようにスペースを確保しています。３
号室で個別療育を行う場合には、集中して
取り組んでもらえるよう、大小のパーテーショ
ンをお子さまのご様子に応じて活用していま
す。２号室は、必要に応じて、静かにゆった
り過ごしたい時やクールダウンのための場
所として利用することができます。
【安全面への配慮】フローリングの上にジョイ
ントマットを敷き、背の高い家具には転倒防
止の伸縮棒を設置しています。運動などの
動きがある活動をする時には、机を移動さ
せ、広くしてから活動するなど安全面に配慮
をしています。

はい：77.4％　どちらともいえない：16.1％
いいえ：0%　   わからない：6.5％

・ちょっとせまい

・広めのワンルームが２部屋という構造のた
め、個室が少ないなどの制限はありますが、
大小用途に応じたパーテーションや段ボー
ルハウス、折りたたみテントを用意するなど
して安心し、落ち着いていただけるスペース
の確保に努めています。

・入口のドアに自動施錠のシステムを導入
し、お子さんの急な飛び出しを防ぎ、事故の
防止に努めています。
また、お子さんが部屋を移動する必要があ
る際は、必ずスタッフ１人が同行するよう徹
底しております。

・お子さまによってクールダウンが必要な場
合などに静養室として２号室を利用していた
だいております。今後も、より安全で快適に
ご利用いただけるよう環境整備を工夫してい
きたいと思います。

・事業所裏側の屋外に屋根があり、そこで砂
場あそびや夏場の水遊び場として利用する
ことで活動できるスペースを広めに作ってい
ます。

2
職員の適切な配置

【定員】一日の定員は10名までになっていま
す。職員は、常時5名以上配置されていま
す。
【専門性】スタッフは全員が有資格者です（保
育士、臨床心理士、公認心理師、教員免
許、看護師、児童指導員等）。スタッフの資
格や経歴、好きなことを玄関の掲示やホー
ムページにてお知らせしています。今後も、
スタッフの専門性を活かした療育内容（カウ
ンセリング、制作、身辺自立等）を計画してい
きたいと思います。
【カウンセリング】カウンセリングやプレイセラ
ピーが必要な場合は臨床心理士や公認心
理師の有資格者または受験資格のあるス
タッフが対応するようにしています。

はい87.1％　どちらともいえない3.2％
いいえ0%　   わからない9.7％

・スタッフの方々がみなさん高い専門性を
持っておられ、こどもの特性に合わせた困り
ごとへの対策法を熟知しておられると感じま
す。非常に安心感があります。

・来年度以降も、内部研修やスタッフ間の相
互理解および交流を図る取り組み、日々の
ミーティング等を通してスタッフの専門性を高
めていきたいと思います。

・ご相談がございましたら、送迎時にお声か
けいただくか、毎回お渡ししているスケ
ジュール表の連絡事項の保護者様にご記入
いただく箇所にご相談事項を書いていただい
たり、お電話やLINE等にてご遠慮なくおっ
しゃってください。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

・玄関や勝手口等の段差については借家の
ため改修が難しく、ご不便をおかけしており
ます。
・お子さんへの分かりやすい支援として、特
性に応じて、絵カード等の視覚支援やICT
（パソコン・タブレット）の活用、スケジュール
化等を行っています。
・おやつを選ぶ時には操作できるレプリカの
硬貨を活用したり、体調や気分を指差しで表
現できるようにバロメーターの表を掲示する
などの視覚支援を行っています。
・ごほうびのメダルやシールを掲示したりし
て、目に見える形で残すことで、達成感を感
じていただけるよう工夫しています。
・プログラム活動時には、切りかえや見通し
が持てるように事前予告の声かけやタイ
マーを使用したりしています。
・口頭では伝わりづらい場合は小型のホワイ
トボードに今日の流れなどを書いて見通しを
持ってもらえるよう工夫しています。
・スケジュール表はお子さんによって作り変
え、例えば名前もひらがな、カタカナ、ローマ
字等のお子さんにとって分かりやすく、楽しく
療育できるようにしています。

はい：93.5％　どちらともいえない：0%
いいえ：0%     わからない：6.5％

・引き続きどなたにとっても分かりやすく楽し
める居場所となれるよう、事前のお約束や大
切なこと等は、口頭だけでなく文字やイラス
ト、動画等を取り入れたり、個々のお子さん
に対応して順を追ってご提示する等の伝え
る工夫について、より意識して取り組んでま
す。

・長期休暇のイベント時などはお子さまの写
真や動画を保護者の方にお送りさせていた
だくことがあります。また引き続きブログや
Instagramのお写真でお子さまの普段のご様
子やお部屋の雰囲気をご確認していただけ
たらと思います。
※携帯の画面で下記のURLを長押しするとリ
ンクにアクセスができますのでご確認お願い
します。この後も URLが張り付いてる場合は
ご確認して頂けたら幸いです。
ブログ：https://cocotoko.com/
Instagram：
https://www.instagram.com/feel_since2017/

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

熱中症や脱水にならないように、一年を通し
てお子さんに水分補給を促しています。
また、感染症予防のために一年を通して常
時換気をしています（猛暑日等は30分に一
度換気）。

おやつの机は使われるたびにアルコール除
菌を行ったり、よく使うものに毎日アルコール
消毒をしています。
おやつは食べる場所と机を決めて、壁に向
かって食べるルールを設定し、前を向いても
らいやすいよう壁に間違い探しを貼ったりし
ています。また、おやつ前とおやつ後は手洗
い、アルコール消毒を徹底しています。

２、３号室に加湿器を置き、風邪やウィルス
感染の予防につなげています。

はい：93.5％　どちらともいえない：3.2％
いいえ：0%　    わからない：3.2％

お子さんが清潔で心地よく安心して過ごせる
ように、来年度以降も引き続き取り決め等を
確認しつつ、適切な換気や消毒等の感染防
止対策を、毎日継続して実施していきます。
また年に2回の大掃除と3ヵ月に1回の定期
的な掃除の実施を行っていきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

毎日、職員間での情報共有、目標や行動、
プログラムの振り返りを行っています。

管理職および常勤職員を中心に、毎日情報
共有や振り返りを行っています。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

他事業所間での情報共有やプログラム、研
修内容等、情報交換をしながら業務改善を
図っています。

継続していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

職員は、常時5名以上配置されており、全員
が有資格者です（保育士、臨床心理士、公
認心理師、教員免許、児童指導員等）。ス
タッフの資格や経歴、好きなことを玄関の掲
示やホームページにてお知らせしています。
スタッフの専門性を高めるために、学期ごと
に1回内部研修を行っています。
内部研修では、虐待予防や感染症対策、パ
ワーハラスメント予防、スタッフ同士の交流を
深めるためのチームビルディング研修、カウ
ンセリング技能について、不登校への対応
について、また新版K式発達検査2020などの
研修を実施しています。
外部研修では、起立性調節障害、ジェンダー
とセクシュアリティ、人材育成、パワハラ防止
法、障害のあるお子さんへの性教育のあり
方、請求事務、モンテッソーリ療育、乳幼児
期の療育や保育、デジタルアートを使った発
達支援、応用行動分析、障害をお持ちの方
へのスマホ・パソコン入門、WAIS-Ⅳ-、いの
ちの電話、保育所等訪問支援、思春期のお
子さまへの支援やリスク対応、進路相談、支
援計画の立て方、子どものための地域連携
などの研修を受講し、日々研鑽しています。

・来年度以降も、月に１回程度、内部研修を
実施する予定です。また、積極的に外部研
修等も受講し、お子さんの療育や、保育所等
訪問支援の保護者さまへのご相談に役立て
られるようお子さんの将来的なビジョンを考
慮しつつ専門性を高めていけるように努めて
いきます。
・不登校対応といたしまして、播磨東教育事
務所主管「ひょうご不登校対策地域会議」や
神戸市教育委員会主催の「フリースクール
等情報交換会」に関係機関として出席させて
いただき、情報交換などを行ったり、保護者
の方への情報提供やご相談をお伺いしまし
た。
・性教育のあり方を模索する中で、保護者の
方のアンケート調査によるご希望に応じて、
個別療育などで「自分のからだの大事な部
分（プライベートゾーン）」をはじめとした性教
育に関する療育をさせていただいておりま
す。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

・WISC-Ⅳ知能検査やK-ABCⅡ心理検査、
行動観察、保護者の方からの聞き取り等の
多角的な視点からアセスメントを行い、支援
計画を作成しています。
・お子さんご本人の願いや将来への思い、保
護者の方の願いに即して作成させていただ
いています。

はい：96.8％　どちらともいえない：3.2％
いいえ：0%    わからない：0%

WISC含め各種知能検査もフィールで受けら
れるので、客観的なデータに基づいた支援
を提供してもらえるので助かっています。

引き続きご本人や保護者の方の願いに沿っ
た支援計画の作成や、検査や聞き取り等の
多角的な視点からのアセスメントを、継続し
ていきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

個別でお友だちとの関わり方の練習を行っ
たり、お仕事課題を先に支援員としてから集
団活動の中でも実践するなど、個別と集団
が連動するような療育も行っています。

継続していきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

短期目標では1ヶ月～６ヶ月でお子さんが達
成できそうな項目にポイントをしぼり、普段の
様子や保護者の方の聞き取り等を参考に具
体的な支援を検討しています。支援目標を
達成するために、具体的にどのような働きか
けが必要か（例えば、自分で時間管理がで
きるようになるため、①タイマーを鳴らして声
掛けをする。②タイマーを自分でセットする。
③自分で時間を見て行動する等）について
記載し、作成させていただいています。

はい：100.0％　どちらともいえない：0%
いいえ：0%　     わからない：0％

今後も、支援目標を達成するために必要と
なる働きかけや声かけ等についても、併せて
支援計画に記載させていただきます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス支援計画に沿った適切な支援の実施

支援計画に沿って日々の活動内容を検討
し、支援計画以外でも必要と感じる項目は、
お子さん・保護者の方と相談しながら療育の
プログラムに入れるようにしています。

はい：93.5％　どちらともいえない：3.2％
いいえ：　　    わからない：3.2％
・職員さん同士でしっかり情報共有されてい
るのを感じるので安心です。

支援計画を遵守しつつも、必要に応じて様々
な療育プログラムを実施させていただきま
す。

職員間でも日頃のお子さんのご様子をミー
ティング等で共有し、支援計画の立案にいか
していきたいと思います。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

SST、制作（ビジョントレーニング）、運動のプ
ログラムについて2名以上のスタッフでチー
ムを組んで立案し、立案したものをミーティン
グの中で協議するとともに、取り組んでもら
いやすいプログラムは事業所間で共有する
ようにしています。

それぞれの活動を連動させています。例え
ば運動プログラムで「人間すごろく」を実施
し、各マスに「お友だちに挨拶をしてみよう」
などのコミュニケーションに関わる内容を入
れるなどして、運動プログラムにSSTの内容
を取り入れたりしています。

継続していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日は学校終了後のため、宿題や余暇など
本人の気持ちや体調等に応じて活動する順
番を考慮しています。また、休日のことも考
えて宿題の提供内容や枚数を決めていま
す。

長期休暇時にはクッキングやお買い物、外
食等、社会体験の一環として、普段できない
活動を取り入れ、楽しく生活習慣が身に着く
ようにしています。

今後もお子さんや保護者様のご希望、ご感
想等を大切にしつつ、プログラム等を企画し
ていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

小集団活動では、1週間ごとにプログラムを
変更し、SST、制作、運動、手先のお仕事な
どの活動を行っています。また、計画したプ
ログラムでもその日のお子さんの様子に合
わせて柔軟にアレンジし、参加しやすくなる
よう工夫しています。

個別療育では、お子さんの理解度に合わせ
たり、興味のあることなどを取り入れたり、お
子さんと保護者の方からのニーズをお聞きし
たりしながら内容を考えています。

長期休暇時にはクッキングやお買い物学
習、外食等、いつもとは違う活動をしていま
す。

はい：90.3％　どちらともいえない：0%
いいえ：0　    わからない：9.7％

野外での運動あそびをする機会がほしいで
す。

１ヶ月分のプログラム内容を毎月１回、ホー
ムページとインスタグラムに投稿し、ご紹介
しております。

今後も継続して、毎週異なる運動、ＳＳＴ、制
作のプログラムを実施していきます。

長期休暇のプログラムでは公園での運動遊
びを計画し、気候等に配慮しつつ屋外での
小集団活動を楽しんでいただく機会をもうけ
ており、今後も継続していきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

週はじめに各プログラムの教示方法や注意
点についてスタッフで共有したり、ロールプレ
イや話し合いを行ったりして、プログラムのイ
メージがしやすいように工夫しています。

小集団プログラム実施時の準備物や机や教
材等の配置や、小集団活動でのプログラム
の役割分担等について、シートを活用して決
定しています。

継続していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

当日不在だったスタッフにも情報が共有でき
るよう、小集団活動のプログラムについて良
かった点や反省点を記述したり、小集団活
動のチェックリストにスタッフの振り返りを記
載したりしています。

また、メモやホワイトボードを活用する等し
て、必要な引継ぎを行っています。

取り組んでもらいやすいプログラムのミー
ティングや事業所間での共有を行っていま
す。

継続していきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

個別、小集団療育ともに保管用の記録と保
護者向けのスケジュールを記載しています。

ミーティングを通して、気になったことやよ
かった支援などを話し合い、良かった支援は
スタッフで共有して継続しています。
また、家庭や学校、フリースクールとのお話
の中で、より細かなお子さんの状況を教えて
いただくことで、より多角的な面から検証でき
るよう努めています。

継続していきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

ミーティングの中で計画の見直しをし、1～
6ヶ月に一度はモニタリングを行っています。

継続していきます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議への参画

日程調整ができた時には、児童発達支援管
理責任者、個別担当が出席し、情報共有や
役割分担について話し合っています。

継続していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在、医療的ケアが必要なお子さんはご利
用されていませんが、保護者の方のご要望
に応じて保健、医療、障害福祉、学校との情
報共有や支援会議を実施しています。

継続していきます。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在、医療的ケアが必要なお子さんはご利
用されていませんが、お子さんが通院してい
る病院との連携のため主治医からのアドバ
イスを参考にさせていただいたり、協力医療
機関（あだちこども診療所：加古川）と情報提
供・共有をさせていただいています。

継続していきます。

適
切
な
支
援
の
提
供
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続
き
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

児童発達支援や、小・中学校との間で、必要
に応じて支援方針や方法、対応について情
報共有させていただいたり、小中学校への
訪問活動を通じてより細かな移行支援につ
ながるように働きかけています。

継続していきます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

卒業後に、障害福祉サービス事業所をご利
用する方がこれまでにおられなかったのです
が、今後もしご利用の方がおられましたら、
必要に応じて情報提供・共有ができましたら
と思っています。

継続していきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

各スタッフが自治体や学会、LDセンター等が
主催する専門機関での研修を受けていま
す。

継続していきます。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

今年度は交流する機会を検討いたしました
が、感染対策の観点から実施を見送りまし
た。

はい：45.2％　どちらともいえない：22.6％
いいえ：6.5％　　    わからない：25.8％
・公園に行きたいです。

お子さんや保護者様のご要望やご意見を尊
重し、検討していきたいと思っています。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

毎朝の事業所前の清掃活動時に地域の方
とお話をさせていただいたりすることで、どの
ような事業所かを知ってもらい、ご相談しや
すくなるよう努めています。
今年度の11月からコープ西明石の地域交流
会や3ヶ月に一度和坂小学校で開催されて
いる和坂マルシェに子育て相談ブースを作っ
て頂けたことで、地域の方と交流できる機会
を作ることができました。

今後もコープ西明石の地域交流会や和坂マ
ルシェに参加させて頂けることになっていま
すので、地域住民の方のと交流を深めて行
けたらと思っています。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

最初の契約時に、支援計画の説明、利用者
負担等についてご説明させていただいてい
ます。変更があった際には、その都度ご説明
させていただき、同意を得ています。

はい：93.5％　どちらともいえない：6.5％
いいえ：0%     わからない：0%

月々の引き落とし負担額が事前にわかると
助かります。

長期休みイベント時の費用については、イベ
ントのご案内の文面に料金の目安を記載し
ており、かかった費用は、お迎え時に個々に
お伝えさせていただいております。

2023年12月から請求書と領収証を紙面でお
渡しさせていただきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

支援計画の書類を提示しながら、支援目標
や支援方法についてご説明させていただき、
その中で成長していることや気になること等
について保護者の方と情報共有したり、対応
についてのアドバイスをさせていただいたり
しています。

はい：100.0％　どちらともいえない：0%
いいえ：0%　     わからない：0%

継続していきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

保護者向けに学期ごとに1回、計3回のペア
レント・トレーニングの研修をさせていただく
こ とで将来を考えるきっかけになったり、学
校 などの関係機関との話し合いの仕方など
を 学んでいただく機会に繋がるようにしてい
ます。今年度は1学期に同時・継時処理、就
学相談に向けて、2学期にICTを活用した学
習、子どもとの向き合い方についての研修を
実施しました。3学期にもお子さまへの関わり
についてペアレントトレーニン グを実施予定
です。
またペアレントトレーニングのご参加が難し
い保護者の方でも話が聞けるように
YouTubeの配信も行っております。

はい：96.8％　  どちらともいえない：0%
いいえ：0%　　      わからない：3.2％

他の親御さんとあまりかかわりたくないが、
研修はうけたいので、カメラなしでオンライン
でうけたい。

今年度も研修および交流会について様々な
ご事情に対応させていただきご参加いただき
やすいようZOOMを活用したオンライン形式
にて実施させていただいた例がございまし
た。研修内容等はLINE、書面にてご案内さ
せていただきました。今後も各種感染症の流
行状況や保護者様のご希望を踏まえ、ご来
所での研修や交流会も実施していきたいと
思います。
ZOOM等を用いたオンライン研修ではご要望
に応じてカメラなしで研修を受講いただくこと
も可能です。
YouTubeの配信内容も保護者の方に周知で
きるよう玄関で最新の動画タイトルをお知ら
せしていきます。
YouTube：https://www.youtube.com/@user-
ji6tv9jg2e/videos

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

個別療育での状況や課題はスケジュールに
記載してファイルに挟んでお渡ししたり、取り
組まれた課題を一度ご家庭に持ち帰って頂
いたりしております。

小集団の様子はお迎えに来られた際に口頭
でお伝えしています。

お子さんの対応や学校との連携について
は、随時お時間をとらせていただき、ご相談
させていただいています。

はい：96.8％　   どちらともいえない：3.2%
いいえ：0%        わからない：0%

お迎えの時間が他のお子さんと重なる場合
や駐車場の数に限りがある関係で、担当者
が療育内容をお伝えすることができない場
合やご相談に応じることが難しいことがあり
ます。ご相談等でお時間をいただくものは改
めて日時を設定させていただき、ゆっくりお
話できる時間を作らせていただきますので、
お気軽にスタッフにおっしゃってください。月
～金曜日の14時前まで、または土曜日の14
時以降のお時間でしたら、ゆっくりお話する
ことができます。ご来所が難しい場合はお電
話やZOOM、LINE等でお話しすることも可能
です。

関
係
機
関
と
の
連
携
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

随時、ご相談に応じたり、気になることや嬉し
かったことがあった場合にはこちらからも保
護者の方に声をかけて成功の追及をしてい
ます。

ご希望の方には継続したカウンセリングも
行っています。

はい：93.5％　   どちらともいえない：3.2%
いいえ：0%　       わからない：3.2％

普段の通所時に担当者から専門的なアドバ
イスや助言がもらえたらいいと思います。相
談はカウンセリングやモニタリングではして
いただいていますが、タイムリーに相談に
のってほしいときに相談しにくい。LINEで相
談することがありますが、直接会って話のほ
うが文章で打つよりも思いが伝わりやすいの
で普段からスタッフの方(担当の先生)が保護
者に声をかけてほしい。ノートの連絡帳だけ
ではお互いに伝わりにくい。

事業所のスマホをご用意しており、通話が可
能です。

お電話でのご相談をご希望される場合は、
引き続き事業所からかけ直しをさせていただ
きますので遠慮なくおっしゃってください。
ホームページの「事業所紹介」のページに電
話番号を掲載しております。

ご心配なご様子がある場合などは個別担当
スタッフがお帰りの際などにお声がけさせて
いただく場合がございます。お送りやお迎え
の際にお話することが難しい場合は、小集
団スタッフに伝言させて頂いたり、事前にお
話しやすいお時間をお伺いしお電話やLINE
等でのお話もさせていただけます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

学期に１回は保護者交流会やペアレント・ト
レーニングなどの勉強会を開催し、平日だけ
でなく土曜日にも開催することで出席してい
ただきやすくなるようにしたり、早めにご案内
を配布しています。
研修後に、保護者交流会を続けて行い、普
段のお子さんとの関わりで気になることや上
手くいった対応等についてお話していただい
ています。
交流会やペアレント・トレーニングのご案内
につきましてはLINEにて保護者様にお伝え
しております。

はい：93.5％　     どちらともいえない：0%
いいえ：0%           わからない：6.5％

ZOOMでの保護者交流会について、なるべく
同じ事業所の方同士でお話ししていただける
よう、事業所ごとに開催日を設定しておりま
す。
2024年度も引き続き対面での研修後に保護
者交流会を実施したり、保護者交流会のみ
の開催も行う予定です。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情相談の担当者や事業所以外
での窓口についても説明しています。

普段から気になったことを相談しやすいよう
な関係づくりを行っていきたいと思っていま
す。

はい：87.1％　     どちらともいえない：0%
いいえ：0%           わからない：12.9％

今後も、契約時に苦情相談担当者や苦情担
当窓口についてご説明させていただくと同時
に、普段から気になったことをご相談してい
ただきやすいような関係づくりや迅速な対応
に努めてまいります。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

お子さんや保護者の方とお話をする時に
は、口頭だけではなく、メモやLINE、メール
等、後で見ても分かる形にしています。行き
違いが生じることがなくなるよう、お電話や直
接お話させていただいた内容を改めてメモや
メール等でお伝えすることを心掛けていま
す。

お子さんの特性によって、文字を紙に書いた
り、絵で表したり、大事な話を先にしたり、何
回かに分けてお伝えしたりしています。

はい：100.0％　    どちらともいえない：0%
いいえ：0%           わからない：0%

ご相談いただくスタッフについてお困りの場
合は、所長にお声かけください。

ご送迎いただく際に、スタッフにお声がけい
ただくか、個別療育でお渡しするスケジュー
ル帳でのご相談やお電話やLINEでのご相談
も可能ですので遠慮なくおっしゃってくださ
い。

行き違いが生じないよう、お電話やお話しい
ただいた内容を改めてLINE等にてお伝えす
る等の工夫を、今後も継続させていただきま
す。

口頭だけでなく文字やイラストでもご提示す
る等、お子様の特性に応じた情報伝達がで
きるよう、今後さらに意識して取り組んでいき
たいと思います。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

活動概要は１ヶ月に１回、ブログやインスタ
グラムにアップしています。行事やアンケー
トがあるときにはGoogleフォームやLINEでの
お知らせおよびお便りの配布にてお知らせし
ています。
ブログ：https://cocotoko.com/
Instagram：
https://www.instagram.com/feel_since2017/

はい：96.8％　     どちらともいえない：3.2％
いいえ：0%　        わからない：0%
・子供が参加しないこともあり、普段どんな活
動や製作など参加したか、しなかったかなど
教えてほしい。本人は恥ずかしいのかほぼ
教えてくれません。

今年度は久しぶりに参観を実施することがで
きました。また、長期休暇時のイベントの活
動写真について、お子さまの了解を得て保
護者の方へ画像を送信し、活動のご様子を
発信させていただきました。来年度も参観の
実施や療育中のお子さまの写真の送信を行
う予定です。
お迎えの際などに可能な限り当日のご様子
でよかったこと、できたことなどを小集団ス
タッフからお伝えさせていただくようにさせて
いただいております。ちょっとした出来事やよ
り詳細なご様子がお伝えできるよう努力して
まいります。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

契約時の個人情報についてのアンケートを
もとに、玄関やブログの掲示を考えたり、個
人情報は鍵付きの書庫に保管しています。
またご利用の方の個人情報は鍵がかかると
ころに保管し、閉所後は施錠しています。

スタッフとの雇用契約時に個人情報の秘密
保持を厳守するよう説明しています。

スタッフには雇用契約の際に個人情報の取
り扱いについて注意喚起を行っております。

はい：96.8％　     どちらともいえない：0%
いいえ：0%           わからない：3.2％

引き続き、個人情報は施錠できる場所に保
管させていただき、スタッフの秘密保持の遵
守を徹底させていただきます。

管理職会議や日々のミーティング等を通し
て、より安全に個人情報を保護できるよう、
今後も、意見を出し合っていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

緊急時の対応については契約時に説明し、
防犯についてはSSTの中で不審者対応を
行ったりしています。感染症についてはマ
ニュアルにもとづいて対応を考えており職員
間で役割を決め消毒などの確認を毎月行っ
ております。
また各マニュアルはどなた様にも閲覧・確認
して頂けるよう、ホームページに掲載してい
ます。
https://cocotoko.com/nursing

はい：100.0％　    どちらともいえない：0%
いいえ：0%           わからない：0%

不審者対応のSSTのプログラム内容や避難
訓練でのご様子等について、引き続き、事業
所ホームページのブログやインスタグラムで
ご紹介していきたいと思っています。

感染症対策としてスタッフやお子さんに抗原
検査キットを使用することがあります。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

地震・不審者・水害・てんかん発作等への対
応や避難訓練を実施し、水やお菓子の備蓄
をしています。避難訓練は、学期ごとに1回
以上実施しており、非常食を非常カバンの中
に入れてすぐに持ち出せるようにしていま
す。

緊急で薬が必要な方は個人ファイルに保管
しています。

はい：96.8％　     どちらともいえない：0%
いいえ：0%          わからない：3.2％

避難訓練の取り組みや訓練当日のご様子等
について、引き続き、事業所ホームページの
ブログやインスタグラムにてご紹介していき
たいと思っています。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

新人スタッフ、継続スタッフそれぞれに虐待
防止の研修を行ったり、毎日のミーティング
の中でのお子さんへの対応について話し
合ったりしています。

継続していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・了解を得た上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画への記
載

半年に一回保護者の方とお話をさせていた
だき、ご署名をいただいています。また年に
２回会議の場を設けて身体拘束が必要か
等、職員の話し合いもおこなっています。

継続していきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

食物アレルギーがあり、指示書が必要な方
には記載していただき、毎日支援員がミー
ティングで共有するとともに、リスト化して掲
示しています。

継続していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

お子さまの安全に関係する事等、ミーティン
グで話し合った後に、ヒヤリハット報告書を
作成し、対応策を考えています。
また大久保・西明石・小久保の事業所とも個
人情報を伏せた上で情報共有を行い、同様
の状況が起こらないよう努めています。

継続していきます。

非
常
時
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

＜その他いただいたコメントのご紹介＞

・毎回、嬉しそうに部屋にはいっていきます。いつもありがとうございます。

・毎週楽しく通えているのでありがたいです。

・とてもとても楽しみにしています。
➡お子さまに楽しんでご来所いただき、療育に参加していただけるよう、今後も様々なプログラムを取り入れ取り組んでいきます。また保護者の方やお子さんに寄り添い、お子さんの特性やペー
スに合わせた療育内容をご提案し、安心して過ごしていただける場となるよう環境を整えていきます。

・専門的に的確なアドバイスをいただける先生とそうではないかなと思う先生がおられます。
➡年間を通じてスタッフの内部研修や外部研修に取り組んでいるところではございますが、保護者の方のご要望やお困りのことに寄り添い、的確なご助言ができ、スタッフ全体のスキルを上げ
るようそれぞれが日々研鑽に努めてまいります。

・通いにくい。バス停とか近くにあってほしい
➡いつもお忙しい中、送迎にご協力をいただきありがとうございます。お車でお越しの方には徒歩３分圏内の駐車場をご用意させていただいております。公共交通機関でご来所いただく際には
JR西明石駅から徒歩11分、たこバスですと「鳥羽郵便局東バス停」または「小久保６丁目バス停」から徒歩５分と大変ご不便をおかけしており申し訳ございません。お子さまがお一人でご来所が
可能になられましたら自転車でご来所頂いている方や学校帰りに直接徒歩でご来所されるお子さんもいらっしゃいます。ご来所いただきやすくなるよう一緒に考えさせていただけたらと思います
ので、ご相談頂けますと幸いです。

・いつも大変お世話になっています。
優しい先生方ばかりで、ひとりひとりに合わせてくれて、子どもも毎週通うのを楽しみにしています。母親としても相談にのってもらったり、学校との連携もしていただいてとても助かっています。

・いつもありがとうございます。
親子共々とても助けられています。いつもありがとうございます。
➡これからもおひとりおひとりの気持ちに寄り添いつつ、楽しく安心して過ごしていただける環境を整えていきます。学校との連携に関しましても、職員間で情報交換を密にし、保護者の方に役
立つ情報のご提供を目指し、先生方との情報交換などにより、お子さんが学校で過ごしやすくなる雰囲気づくりに努めていきます。

・本当に質の高い療育サービスを提供していただいているのでありがたいです。おかげさまで、場面緘黙も改善し、特性はありつつも適した対策を取ることで小学校で楽しく過ごせています。
医療機関では、「診断書は書きますが、トレーニングは療育機関でしてください」と突き放されており、特性のある子どもたちの訓練は、児発と放課後デイが中心となっているのが現状です。
中には訓練の質が低い、ただ預かるだけで精一杯という事業所もあると聞きます。事業所の質が可視化されてほしい、報酬含めよい事業所が管轄自治体からちゃんと評価されるようにしてほし
いと切実に思います。
あと、これは今後実現されるといいなと思うのは、医療機関との連携です。うちの子は睡眠障害等ありませんが、何か困ったときに投薬相談などがワンストップでできる提携医療機関などがある
とありがたいなと思います。
➡温かいお言葉をいただき恐れ入ります。医療機関と連携をさせていただいているスタッフも在籍しており、現状をお伺いした上で必要な場合はご紹介させていただくこともございます。

・いつも先生方の優しい声掛けに娘が真似をしています。フワフワ言葉ってスゴイ！言葉は大事だなと改めて思いました。ありがとうございます。
➡フワフワ言葉やちくちく言葉についてわかりやすくポスターの形で療育室内に貼りだしたり、「言い換え言葉表」なども掲示しており、日頃の小集団療育の中でも折に触れて、スタッフからお子さ
んに日常生活につながるようにとお伝えさせていただいています。スタッフ同士の会話は、相手への思いやりを持って、言葉かけを丁寧に行うよう心掛けています。

・いつも楽しみに療育に行っていることが多いですが、時々感情の浮き沈みがあるので、学校や家で辛いことがあった後の療育では、ゆっくりできる療育をお願いしたいです。もしも落ち込んでい
る時はまたゆっくり話を聞いてあげてほしいです。どうぞよろしくお願いいたします。
➡当日のお子さんのご様子に応じて判断し、お辛いことがあった日、疲れてしまった日などは「今日はゆっくりしてもらう日」などお伝えした上で、安心して過ごしていたきやすいる雰囲気づくりを
させていただきます。
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